
令和　６年　６月２４日

三光建設（株）

茨城県鹿嶋市平井１３５０番地

Ｒ５東関道小泉南地区改良他その３工事

茨城県潮来市小泉南地先

一般土木工事

工 期 (自) 令和　６年　４月　１日

工 期 (至) 令和　７年　２月２８日

１３０，３５０，０００円（税込み）

＋　７，４４７，０００円（税込み）

１３７，７９７，０００円（税込み）

工事請負契約書第６２条の規定に基づく令和６年４月より適用する「土木工事
工事費積算要領及び基準の運用」等による変更

変 更 前 の 契 約 金 額

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 理 由

変 更 金 額

工 事 概 要

（変更した内容について
記述する）

契 約 業 者 名

契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 の 住 所

工事請負契約書第６２条の規定に基づく令和６年４月より適用する「土木工事
工事費積算要領及び基準の運用」等による変更

工 事 種 別

工 事 場 所

（第1回）契約変更の内容

工 事 の 名 称



令和　６年　９月２７日

三光建設（株）

茨城県鹿嶋市平井１３５０番地

Ｒ５東関道小泉南地区改良他その３工事

茨城県潮来市小泉南地先

一般土木工事

工 期 (自) 令和　６年　４月　１日

工 期 (至) 令和　７年　２月２８日

１３７，７９７，０００円（税込み）

＋　８，２５０，０００円（税込み）

１４６，０４７，０００円（税込み）

１．道路土工
現地調査の結果、現況地盤高に差異があったため、路体盛土工及び法面整形工については数量精査（減）
し、掘削工及び残土処理工は数量精査（増）する。
２．擁壁工
現地調査の結果、掘削土の土砂区分が軟岩に相当し大型ブレーカ併用の施工方法に見直しが生じたことから
作業土工を増工する。また、場所打擁壁工（構造物単位）を数量精査（増）する。
３．舗装工
現地調査の結果、アスファルト舗装工については数量精査（減）する。
４．踏掛版工
設計照査の結果、背面盛土の沈下による橋面との段差を防止するため、踏掛板工を追加する。
５．縁石工
設計照査の結果、法面の浸食を防止するため、法肩にアスカーブを設置する必要が生じたことから縁石工を
増工する。
６．区画線工
現地調査の結果、区画線工については数量精査（減）する。
７．構造物撤去工
現地調査の結果、施工の支障となるアスファルト舗装の撤去が必要になったことから構造物取壊し工及び運
搬処理工を増工する。

変 更 前 の 契 約 金 額

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 理 由

変 更 金 額

工 事 概 要

（変更した内容について
記述する）

契 約 業 者 名

契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 の 住 所

１．道路土工
２．擁壁工
３．舗装工
４．踏掛版工
５．縁石工
６．区画線工
７．構造物撤去工

工 事 種 別

工 事 場 所

（第2回）契約変更の内容

工 事 の 名 称



令和　７年　２月２７日

三光建設（株）

茨城県鹿嶋市平井１３５０番地

Ｒ５東関道小泉南地区改良他その３工事

茨城県潮来市小泉南地先

一般土木工事

工 期 (自) 令和　６年　４月　１日

工 期 (至) 令和　７年　２月２８日

１４６，０４７，０００円（税込み）

＋　２，８０５，０００円（税込み）

１４８，８５２，０００円（税込み）

１．調整池工
現地調査の結果、掘削土の土砂区分が軟岩に相当し大型ブレーカ併用の施工方法に見
直しが生じたことから作業土工を増工する。
２．区画線工
関係機関との協議の結果、交差点内の安全対策が必要となったことから区画線工を増
工する。
３．仮設工
現地調査の結果、油水分離桝の施工に際し掘削を進めていたところ、湧水（地下水）が
確認されたことから水替工を追加する。
４．共通仮設費
防護柵の出来形管理のための非破壊試験の追加、施工状況モニタリング調査の対象
工事となったことから施工調査費を追加する。また営繕費に快適トイレを追加する。

変 更 前 の 契 約 金 額

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 理 由

変 更 金 額

工 事 概 要

（変更した内容について
記述する）

契 約 業 者 名

契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 の 住 所

１．調整池工
２．区画線工
３．仮設工
４．共通仮設費

工 事 種 別

工 事 場 所

（第3回）契約変更の内容

工 事 の 名 称


